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である。 N相の初期j面支(~= ~[G- 1. 70C)から、九IGからの距離(企T=~一九[G) が異なる I 相の目
標温度(九)への温度ジャンプを行った。
温度ジャンプ後のN→I相転移および膨潤過程の様子はtlTに強く依存し、定性的には3つ






















端から不均一に進行し、それに伴う膨潤も不均一になるo I Tが小さいと case(i j)のIlEを
十分上回ることができず、 N→I相転移が不均一な核生成と成長過程によって進行するため
と考えられる。 Case(i i i)の N→I相転移および膨潤は非常に遅く、その緩和時間は他の場
合と比べて数倍長くなった。 1→N相転移に伴う机縮過程については、当日述べる。
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